
【現状】
〇福島県内では震災前から中国向けをはじめとして米輸出に取り組んでおり、震災以降、輸出先国の
輸入規制により一時途絶えたものの、平成28年頃から通常の主食用米を活用して輸出を再開し、近
年では新市場開拓用米としても輸出に取り組む。
〇米の需給状況から飼料用米を主体とする需給調整に取り組んできているが、今後を考えた場合、飼
料用米を中心とした取組には限界があるため、JAグループとして県域で組織体をつくり、輸出拡大に取
り組むこととした。
○多収品種への品種転換やICT農機によるスマート農業活用などによる徹底した生産コスト低減や、こ
れまでの「玄米・精米」での継続的な取組に加え、「包装米飯（パックご飯）」「冷凍米飯」の原材料
供給を行うとともに、海外需要の拡大を図り、ニーズに対応できる産地形成に取り組む。

【これまでとこれからの輸出の取組】
○令和6年度では、北米や欧州、アジア向けに計712トンの輸出を行った。
○令和7年度以降は、特にアジア（香港・シンガポール）を中心に、多収品種の「玄米・精米」に加え、
「包装米飯（パックご飯）」「冷凍米飯」の輸出を伸ばしていく。

【課題】
＜生産段階＞
○多収品種の栽培技術の確立や多収品種の導入・切替、コスト低減による生産者所得の確保が課題。
＜加工段階＞
○価格・保存性・輸送コスト・簡便性等、輸出先国・地域のニーズにあった新商品開発が課題。
＜販売段階＞
○輸出先国・地域のニーズの把握に加え、各段階でのコスト低減を図り、継続的な取引が成立する価
格の実現が課題。
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１．輸出における現状と課題

＜生産段階＞
○福島県で実施する多収品種の栽培技術確立の試験研究や現場実証の結果を展開するとともに、
国や他県 開発品種への導入・切替を検討し現場実証につなげる。また、生産者所得をシミュレーション
し、所得を 可視化することで作付誘導を図る。
＜加工段階＞
○包装米飯（パックご飯）の原料には新市場開拓用米、冷凍米飯の原料には加工用米を使用するこ
とに加え、多収穫・良食味を兼ね備えた品種の採用やスマート農業技術の導入による生産コスト低減、
簡便性と長期保存、輸送コストの低減が可能な商品開発を目指す。
＜販売段階＞
○輸出先国インポーター等と連携し、海外市場ニーズの逐次把握、新規開拓を含む販路拡大を行うとと
もに、製造段階での生産コスト低減や、保存性が高くカートン単位での輸送に適した商品開発を行い、
輸送の効率化を図るなど、取組全体で商品価格を抑え、継続取引が可能な価格実現を図る。

２．輸出事業計画の取組内容

輸出事業計画
※申請者名：JAグループ福島米輸出連絡会議
品目：コメ・包装米飯（パックご飯）・冷凍米飯
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４．輸出目標額

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

現状
（令和３年度）

目標年
（令和１０年度）

輸出額（万円） 4,000 30,000

輸出量（ｔ） 200 1,000

輸出先国
ｲｷﾞﾘｽ･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・
香港・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

香港・ﾏﾚｰｼｱ・ﾀｲ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰ
ﾙ・ｶﾅﾀﾞ・米国・ｲｷﾞﾘｽ・ｵﾗﾝ

ﾀﾞ・ｲｽﾗｴﾙ

役割分担
〇県下ＪＡ：生産者対応、低コスト生産体制の構築
〇中央会・全農（福島県本部・本所）：取り組み方針の策定、ＪＡ・全農インターナショナル㈱との出荷
調整
〇全農インターナショナル㈱：販売促進、輸出国への輸出
〇JA全農ラドファ㈱：包装米飯（パックご飯）の商品企画開発及び製造
〇他冷凍米飯製造メーカー：・冷凍米飯の商品企画開発及び製造
※関係者でＪＡグループ福島米輸出連絡会議の場で定期的な意見交換会を開催し、ＰＤＣＡを実施。

ＪＡグループ
福島米輸出
連絡会議

ＪＡ・中央会・全農・全農インターナショナル（株）
・JA全農ラドファ㈱・他冷凍米飯製造メーカー・県他

生産 流通 製造・販売（輸出）

県下ＪＡ 全農（福島県本部・本所） 全農インターナショナル（株）

JA全農ラドファ㈱(想定)

他冷凍米飯製造メーカー

・会員数５ＪＡ

・生産計画策定

・生産者からの集荷

・低コスト生産

・出荷調整

・生産計画策定

・ＪＡからの集荷

・輸出業者との調整

・輸出国の市場調査

・消費者ニーズの把握

・輸出業務

・現地販売業務

・「包装米飯・冷凍米飯」商品開発

及び製造

ＪＡグループ福島米輸出連絡会議（全体の取り組み計画企画・決定）

輸出事業計画
※申請者名：JAグループ福島米輸出連絡会議、
品目：コメ・包装米飯（パックご飯）・冷凍米飯




